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タ中の5μはこのようにして得られたものである．

　8，性能の限界

　この方式の性能の限界は電子管増幅回路を用いるteめ

に，低周波塘幅回路の生ずる雑昔，電源電屡の攣動から

制限される庵のと考えら脳約SOOOQO倍がその限度と
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　　　　　暫生謹碑　究

’　　　　第12圖　較正は厚みのわかつてい　　　r
　　　　　るいくつかのブロックゲージをなら1

　　　　　ぺてこの上を探野すればよ〉・

考えられる．從つて100000倍程度の擬大を必要とする

特殊な研究のためには從來の光學的方法のものを用いtc

　方がよいが，10，000倍以下の現場向き検査機として拷多
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　Lt　　　　　　　　　　　－

　くの特色を毛つ便利な方法と考えられる．なお上に述タ

たのはこゐ方式の可能性をしらべるteめ死）試瞼的な髪貴

　であつて，完成した製品となればもちぢんもつと小型に

　まとまる．　　　　’

　　　　　　　9，　結　　　諮　　　一

　　書響インぜ一ダンス法によるPigk－up　ecよつて粗度を

　電氣的に取り出しこれを電磁ペンレコ仰ダに導いて，普

　通ρ纏こインク直記することにより，從來の表面仕上検

　査機の敏瀦をのぞいて現場向きの検査機ができる可能性

　を明かにしte．なおこの方法は目下特許出願中である・

末筆ながら，本研究を行うに當うてこの問題を酬さ，

　れ，ふつ種々御協力いただいた明石協議員，河村教授に

　謝意を表する次第である．（26，11，26）’・
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tは爾の高さ，

（7）を満足するρウといつ鷲
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使用

一同一一開ロ諮藝でも’　　　　　　　　　・

’無開口壁　　　　　　：

sctahedral　　．　、　　　　　　　　　　．，

　　　　　　　　　　／σ1，　σ，　σ；ε，　ε2，　ε3，

ξx＝log　e　（1一トEr）
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tは歯の厚さ，

を満足するか扉いつて・

歯先す（7）きまには

第種　　　　　　　，

作使、　　　　　　　　　　　！
同一開ロ蔀でも　　’

’・一 ｳ筋壁’　　　　　　　　　　＿
　噸■P・　　　　　　　　’

■

噌｝hT

6

罫　・　　A一

〆

一　・で
＼，

，’ Z　　　　，　τ


